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だんだんと暖かくなり過ごしやすくなりましたね。 

虫たちも活発になってくる 4 月・・・ 

今回は予防シーズンにちなんで“フィラリア”についてのお話です！ 

蚊が幼虫を獲得 

～フィラリアの駆虫薬の種類は様々～ 
感染幼虫が体内に 

侵入し成長 

蚊がほかの犬を吸血

することで感染 

幼虫は成虫へ 

犬の腹部、胸部組織に移動しながら 

肺血管系や心臓に侵入 

（感染後 70～90 日） 

感染後 180 日以降成虫が 

ミクロフィラリアを生産 

フィラリア感染犬 

ネコちゃんのフィラリア症はわんちゃんより大変・・・ 

猫の場合、犬より血管容積の小さい猫の肺動脈のため 

居心地が悪くフィラリアの虫体が死亡した場合、 

無症状・・・・・時に突然死してしまいます。  

何より予防が大切です！！！ 

“フィラリア症の症状” 

咳をする 

運動を嫌がる 

元気、食欲がない 

フィラリア対策は、肺動脈に寄生する前に駆除する！ 

蚊の吸血を防ぐのではなく、寄生部位である肺動脈や心臓に 

寄生する前の段階で駆虫するお薬です。 

 

フィラリアに感染している犬に投与するとキケン！！ 

血液中に存在する大量のミクロフィラリアによってショック症状がおき 

最悪の場合死に至ることもあります。 

必ずフィラリアの検査をしてから投薬しましょう。 

呼吸が苦しそう 

お腹が膨らんでいる 

全身状態の悪化 

何年もたち肺と心臓がボロボロになってから症状は出るのです… 

致死的病態へ 

フィラリアの 

ライフサイクル 

錠剤タイプ 

“飲む” 

チュアブルタイプ 

“食べる” 

液体タイプ 

“つける” 

中にはノミ、ダニも一緒に予防してくれるオールインワンタイプもありますよ♪ 

蚊の飛び始め 1 か月後から蚊が居なくなった 1 か月後までの予防が大切！ 

当院では 4 月から 12 月までの予防をおすすめしています。 

しっかりと予防し動物たちの健やかな日々を守りましょう♪ 


